
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 5回 理事会  

日 時 平成 29年 7月 14日 19：30～21：15 

場 所 道ノ尾病院 さくら棟会議室 

出席者 

理事：塩塚 順、大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、賀村 肇、山下潤一郎、 

重松康志、永木照彦、西本加奈、志岐浩二、大石勝規、小柳 傑、 

監事：平野英三、大木田治夫 

学会関係：奈良崎博一、飯野朋彦 

事務局：仲宗根歩 

書記：大月雅之、東 将洋 

その他：中島龍星 

２．理事会議題と決定事項 

１）審議事項 
（１）西本理事の退任願いの件ついて 

宮崎司法書士事務所の見解として辞任期日前（H29.7.31）の撤回相談であるため法的な手続きは必要
ないものと判断。もし、理事及び監事の解任を求める際は定款第 29 条に則り総会決議によって解任す
ることができるが、本議案はこれに該当しない。当初辞任に向けた会務の引き継ぎの内容が、退任時期
の変更で変わることが想定されるため、会務に関して再確認が必要と考える。会務に関する確認事項と
して、庶務部は小無田事務局長に事務局内部にて調整済みのままで施行。西彼西海地区の地区担当理事
は西本理事・小泉副会長で担当。JPTA 代議員は現任の継続。長崎県補装具適正化部会・長崎県障害者
施策委員会・長崎市介護認定審査員は現任の継続となる。長崎市介護認定審査員は引き継ぎに 3 ヵ月ほ
どかかり 10月以降は白石氏に引き継ぎ予定。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）平成 29年度 NPTA文書管理システム（試用）の件について 
現況として、文書による人材派遣や講演依頼、開催日時重複が増えており、依頼対象は三役のみなら

ず開催地区の理事にも拡大しつつある。依頼内容の共有・調整に時間を要し他団体に対して期限内の回
答が出来ないことが増えつつある。事務局員雇用により調整や依頼元への回答を行う者も複数いる。決
定に時間を要す場合、解答漏れが起こりかねない。そのため今回ホームページ内に NPTA 文書管理シス
テムを試作した。システム運用により他団体からの依頼についての情報共有、円滑な調整、依頼元への
回答を目指したいと考える。費用は約 5,000 円。今のホームページで松尾氏に作成していただいた。一
度、三役会議で話し合いたい。会長宛でくるため、会長が参加困難な場合に副会長が参加となる。備考
欄に会長から○○副会長や理事を推薦すると記載をしていただきたい。現在は三役にしか郵送物を送付
していないが他の理事にも知って頂きたい。審議の結果、提案通り可決された。 

（３）シュレッダーの購入について 
現在、事務局にシュレッダーがなく個人情報も多く取り扱うため購入を希望する。金額は 29,800 円

（税別）。審議の結果、提案通り可決された。 
（４）新入会員承認の件について 

入会 8名、退会 0名。審議の結果、提案通り可決された。 
（５）地域リハ専門職認定研修事業の今後の進め方について 

 地域リハ専門職認定研修事業は最終年度となる。人材開発及び育成の観点から何らかの方法で継続す
る必要があるとの認識から、今後の研修の在り方について県の OT 士会及び ST 士会の会長含め役員と協
議を行った（7/10）。協議内容は本研修会の今後の在り方として 3 団体合同での研修の必要性があるため
継続し研修修了者の活用をさらに推進する必要がある。3 団体の組織化について新たに地域リハ活動にお
ける活動を推進するための組織化についての理解が得られ、まずは窓口を一本化できるような体制にする
ことから始め、具体的組織化についても検討。3 団体の合同事務局機能について地域行政、他団体等々と
の窓口機能は重要であり、事務局運営に要するコスト面等々からも検討していく必要がある。今後の進め
方として上記の点について各団体がいったん持ち帰り、理事会等で協議してもらう事とした。来年の取り
組みとしていくために秋口までにはナガサキリハネットと最終の詰めができるまでに持っていく必要があ
る為 2回目の 3団体による合同会議を 8/1 に行う予定。来年の予算も加わってくるので逐一報告。まずは
窓口を一本化することと研修会の継続を目標とする。審議の結果、提案通り可決された。 

（６）医療と介護の連携について 
ICT を連携に使用するよう話があったが、長崎の場合はあじさいネットを公的に使用するようになって

いる。長崎県 PT 協会・OT 士会・ST 士会のところでどのようにしていくか議論した。実際、PT は閲覧
することが出来ない現状となっている。閲覧できるのは、医師・看護師・薬剤師・ケアマネージャーとな
っている。PT はセキュリティに関する研修を受けていないため、現在閲覧できていない。可能であれ
ば、県士会で研修会を開催したい。三士会合同での ICT セキュリティ研修を受けた方が良い。予算は基
金がおりなくても三士会で賄わないといけないが、もし三士会でしないのであれば NPTA だけでも行う
必要がある。POS で 8/10 に合同会議があるため、PT は単独でも行うと申し出る。研修会を開催するの



は今年度の可能性もある。審議の結果、提案通り可決された。 
（７）推進リーダー制度（地域包括ケア/介護予防）の会員の申請状況について 

 審議の結果、提案通り可決された。 
 

２）報告事項 
（１）第 29回長崎県理学療法学術大会準備委員会 報告の件ついて 

学会テーマとして『Progress』サブタイトルとして～未来の働き方を考える～もしくは～可能性を広げ
る理学療法の提案～が候補としてあがっている。基調講演は山内義崇氏（株式会社アンプリワイズ代表取
締役）テーマを腰痛予防のリハビリテーション、産業リハの取り組み等を予定。市民公開講座は能 由美
氏（mottoAssist 代表）テーマを子どもからのトレーニング、実際の取り組みの紹介等を予定。内村周子
氏（スポーツクラブ大村）テーマを子どもからのトレーニングを実践してきて思うこと、子どもの体力づ
くり、子どもから高齢者までのトレーニング等を予定。内村氏はスケジュールが合えば講演可能（7 月中
に確定予定）。学会スケジュールとして演題数は 100 演題で調整。初日に新人で取り組む新企画を考案
中。市民参加イベントとして 2 日目の市民公開講座と運動に対する住民向け講座を考えている。サブタイ
トルを「未来の働き方の可能性を広げる」にする。講師のスケジュールは次回会議にて確認し報告。 

（２）「協会指定管理者ネットワーク拡大に向けた中央研修会」参加報告について 
 平成 29 年 6 月 11 日（日）10：30～16：30 東京都、田町カンファレンスルームにて研修会が開催。
各都道府県から 1 名参加。研修内容として、趣旨説明（研修の目的は県（市町村）レベルでの管理者ネッ
トワーク拡大を図る。ネットワーク拡大の目的は、管理者・中間管理者・経験浅い PT の熟達化の支援。
管理者研修会初級受講状況は、当県 96/2148 名（4.5％）。ネットワークの作り方として広報や研修会の
活用・地域包括ケアシステムや人材育成をテーマと動機にする。）後、山形・岩手・群馬の三士会から事
例報告があった。千葉哲也氏（PT）から「現場における EPDCA の展開について講義があった。ワーク
ショップを大分・熊本・宮崎・鹿児島・沖縄で行った。管理者研修会を受講するのが第 1 で初級・中級と
なっていく。高柳理事が作成したものをベースにネットワークを作った上で管理者研修を受けてもらう。 

（３）高校総体サッカー競技大会メディカルサポート活動について 
 6 月 3 日～8 日に高校総体サッカー競技大会が長崎地区（松山市営ラグビーサッカー場等）で開催さ
れ、試合前におけるコンディショニング、応急処置、医療相談を行った。対応件数は 39 件。救急対応と
して骨折疑いがあり、病院搬送までの手順でチームスタッフ・保護者とのやりとりをサポートできず、ス
ムースにいかなかった。救急対応の手順確認を各自に任せていたが責任者からも提示する必要を感じた。 

（４）長崎県理学療法士協会少年ソフトボール大会について 
 8 月 27 日に佐世保市春日小学校グラウンドにて少年ソフトボール大会を開催予定。挨拶を会長、閉会
の挨拶を大山副会長にお願いしたい。 

（５）事業部 啓発事業の日程のお知らせについて 
 7月の理学療法週間の啓発事業に関する日程が決定した。7 月 22日に諫早アーケード内（アエル諫早 2
階生涯学習室）にて第 3 回介護予防・健康増進キャンペーンを行う。責任者は林田貴文氏（恵仁荘）。7
月 29日に一番街アーケード内（柴田長庚堂病院 通所リハビリ「結」）にて第 14回理学療法フェスティ
バル in 島原を行う。責任者は野口浩孝氏（池田病院）。8 月 20 日に西彼総合体育館（西海市）にて第 4
回長崎県理学療法士協会杯中学女子バスケットボール長崎西彼地区大会を行う。責任者は上野賢吾氏（女
の都病院）。8月 27日に佐世保市立春日小学校にて第 12回長崎県理学療法士協会杯少年ソフトボール大
会を行う。責任者は都知木興平氏（耀光リハビリテーション病院）。 
 

３）その他 
（１）養成校意見交換会の日程について 

7月 18日に長崎医療技術専門学校にて開催予定。OT も参加希望があったため OT も参加し沖会長も参
加することとなった。県理事の立場で志岐理事、学校の立場で賀村理事が参加予定。 

（２）九州ブロック士会長会議報告について 
赤崎氏が鹿児島県理学療法士協会理事を退任し、九州ブロック事務長に任命。村山氏が鹿児島県理学士

協会の理事役員を退任し監事となった。九州ブロックの研修会参加費は PT が 2,000 円、PT で会員外が
10,000 円となっている。11 月 11・12 日に宮崎県のシーガイヤコンベンションセンターにて九州 PT・
OT 合同学会開催となっている。ホテルが不足する可能性があるので参加される方は早めの予約をしてほ
しい。講師の宿泊は手配済みとなっている。演者は早めの手配をしてほしいと依頼があった。来年 40 回
で沖縄にて開催予定となっており記念式典を行う予定。予算もあるが来賓をどうするか、また受賞者の旅
費は出ない。福岡県理学療法士会が移転し、博多駅近辺となった。 

（３）事務局長会議報告について 
それぞれ士会の事務局強化のため、事務員を配置しているか等の情報交換を行った。困っているような

ことはないか他県と話し合った。 
（４）政策検討会議報告について 

各県の状況について説明があった。政治家を来賓として呼ぶのではなく会費を徴収するようにして選挙
の取り締まりに注意した方が良い。 

（５）釜山学会について 
9 月 17 日に釜山にて開催される学会に長崎記念病院の片岡氏が参加。演題は「慢性疼痛について」。演

題名と演者をウ氏から韓国の方へ報告してもらった。他数名理事が参加する。 
（６）政治経済新聞の取材報告について 

塩塚会長と井手副会長の 2 名出席し、取材を受けた内容が掲載された。政治経済新聞より購読依頼が届



いたが、団体として色々な雑誌社等の購読はしていないので、医療・介護関係と関係ないところに関して
は認めていないため、購読困難との意向を伝えた。 

（７）財政管理に関する調査結果について 
3 月 21 日に財政管理の立ち入り検査があり、指導があった。財務より事業ごとに支出伺い書を提出し

て頂くようにお願いがあった。速やかに清算期限内に財務へ提出してほしい。 

 


